
開
会
に
あ
た
り
山
口

代
表
は
『
平
和
憲
法
を

守
る
た
め
に
は
小
さ
く

て
も
大
衆
運
動
が
大
き

な
力
を
持
つ
』
と
あ
い

さ
つ
、
会
員
に
も
協
力

を
要
請
し
た
。

今
回
は
、
政
権
交
代

に
よ
っ
て
盛
ん
に
議
論

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

『
憲
法
改
正
』
に
つ
い

て
、
弁
護
士
で
北
海
道

平
和
運
動
フ
ォ
ー
ラ
ム

代
表
で
も
あ
る
江
本
秀

春
氏
を
講
師
に
、
安
倍

政
権
の
改
正
の
問
題
点

な
ど
、
解
説
を
受
け
な

が
ら
学
習
を
深
め
た
。

江
本
氏
は
冒
頭
、

『
分
か
り
切
っ
た
平
凡

な
こ
と
を
言
い
続
け
る

か
っ
こ
悪
さ
に
耐
え
ろ
』

と
い
う
憲
法
学
者
の
樋

口
陽
一
氏
の
コ
ラ
ム
の

言
葉
を
引
用
し
『
か
っ

こ
悪
さ
』
に
耐
え
な
が

ら
も
、
改
憲
問
題
に
つ

い
て
繰
り
返
し
取
り
上

げ
て
い
く
こ
と
の
重
要

性
を
強
調
し
た
。
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泊
原
発
再
稼
働
を
許

さ
な
い
取
組
と
し
て
、

北
海
道
平
和
運
動
フ
ォ
ー

ラ
ム
は

10月
５
日
、

「
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
泊
原
発
の

再
稼
働
！
さ
よ
う
な
ら

原
発
北
海
道
集
会
」
を

岩
内
町
に
て
開
催
、
１

５
０
０
名
が
参
加
し
た
。

呼
び
か
け
人
と
し
て

小
野
有
五
氏
、
麻
田

信
二
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
挨

拶
を
行
っ
た
後
、
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
の
鎌
田
慧
氏

か
ら
も
情
勢
を
交
え
た

報
告
が
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
高
校
生
か
ら

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
、

夕
張
高
校
３
年
の
杉
村

さ
ん
は
「
子
供
ど
も
や

孫
に
責
任
を
な
す
り
つ

け
て
、
そ
れ
で
い
い
の

か
。
再
稼
働
に
強
く
反

対
す
る
。
」
と
力
強
く

語
っ
た
。
集
会
の
後
段
、

メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
付

風
船
が
配
ら
れ
「
脱
原

発
」
の
願
い
と
と
も
に

１
０
０
０
個
の
風
船
は

一
斉
に
空
へ
放
た
れ
た
。

集
会
後
、
参
加
者
は

岩
内
町
の
商
店
街
を
デ

モ
行
進
し
、
「
泊
原
発

を
と
め
よ
う
！
」
と
声

を
あ
げ
、
脱
原
発
を
地

元
町
民
に
も
訴
え
た
。

平和運動ﾌｫｰﾗﾑ

石狩地域協議会

〒060-0806
札幌市北区北6西7

村上 真仁

TEL:011-747-1880

石
狩
地
協
で
は
毎
年
、
会
員
の
知
識
や
理
解
を
深
め
る
た
め
の
学
習
会
を
開
催

し
て
お
り
、
昨
年
・
一
昨
年
は
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
原
発
や
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
テ
ー
マ
と
し
て
取
り
上
げ
て
い
る
。
今
年
度
の
平
和
学
習
会
は
９
月

21日
、
北

広
島
市
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
会
員

34名
（
う
ち
女
性
４
名
）
が
参
加
し
た
。

○○ ○○
事事 事事
務務 務務
局局 局局
だだ だだ
よよ よよ
りり りり

○○ ○○

短
い
時
間
で
の
署
名

で
し
た
が
、
反
応
は
上
々

で
し
た
。
忘
れ
去
る
こ

と
な
く
、
脱
原
発
の
声

を
上
げ
続
け
る
こ
と
が
、

政
府
に
決
断
を
さ
せ
る

近
道
と
実
感
し
ま
し
た
。

放
た
れ
た
風
船
の
よ
う

に
放
射
能
汚
染
が
拡
散

す
る
前
に
…
（
む
）

改
憲
の
危
険
性

く
り
か
え
し
議
論
を

『『 『『
ああ ああ
ええ ええ
てて てて
「「 「「
かか かか
っっ っっ
ここ ここ
悪悪 悪悪
ささ ささ
」」 」」
をを をを
選選 選選
ぶぶ ぶぶ
』』 』』

原
発
の
な
い
北
海
道

を
め
ざ
し
、
北
海
道
平

和
運
動
フ
ォ
ー
ラ
ム
は

全
道
１
０
０
万
人
署
名

を
展
開
し
て
い
る
が
、

そ
の
一
環
と
し
て
石
狩

地
協
は
９
月

21日
、
Ｊ

Ｒ
北
広
島
駅
前
に
て
署

名
活
動
を
行
っ
た
。

こ
の
時
点
で
原
発
は

す
べ
て
停
止
し
て
お
り
、

駅
頭
を
行
き
か
う
市
民

に
「
一
人
ひ
と
り
の
行

動
は
は
小
さ
な
一
歩
か

も
し
れ
な
い
が
、
皆
で

力
を
合
わ
せ
れ
ば
大
き

な
力
に
な
る
。
ぜ
ひ
ご

協
力
を
！
」
と
訴
え
た
。

家
族
連
れ
な
ど
多
く
の

市
民
が
足
を
止
め
て
署

名
に
応
じ
、
市
民
の
関

心
の
高
さ
が
う
か
が
え

た
。
約
１
時
間
と
短
い

時
間
で
は
あ
っ
た
も
の

の
、

77筆
を
集
約
し
た
。

講演する北海道平和運動フォーラム代表、江本氏。改憲の問題点を何度

も繰り返し議論する必要を強調した。 ＝ 北広島市中央会館

拡
散
す
る
放
射
能
汚
染
を
可
視
化
す

る
た
め
に
、
集
会
参
加
者
に
配
ら
れ

た
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
付
の
風
船
が

一
斉
に
空
に
放
た
れ
た
。

休日にもかかわらず多くの市民が足を止め、
脱原発の署名に応じた。 ＝ ＪＲ北広島駅前

見見 見見
ええ ええ
なな なな
いい いい
恐恐 恐恐
怖怖 怖怖

見見 見見
ええ ええ
たた たた
！！ ！！

１１ １１
００ ００
００ ００
００ ００
個個 個個
のの のの
風風 風風
船船 船船
、、 、、
空空 空空
へへ へへ

小小小小ささささなななな一一一一歩歩歩歩をををを大大大大ききききなななな力力力力にににに！！！！
～～～～ 脱脱脱脱原原原原発発発発のののの声声声声 秋秋秋秋空空空空にににに響響響響くくくく ～～～～
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